
1 

 

「平成２８年度独立行政法人医薬品医療機器総合機構契約監視委員会（第４回）」

議事概要 

 

Ⅰ 日 時 

平成２９年３月１４日（火）１３：００～１５：００ 

 

Ⅱ 場 所 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構６階 会議室１～３ 

 

Ⅲ 出席委員（敬称略） 

中村   洋（慶應義塾大学大学院 経営管理研究科 教授） 

松田 憲二（有限会社マツダ・ビジネス・コンサルティーション 代表取締役） 

和田 義博（公認会計士） 

◎疋田 英一郎（独立行政法人医薬品医療機器総合機構 監事） 

○大塚 美智子（独立行政法人医薬品医療機器総合機構 監事（非常勤）） 

 ※ ◎は委員長、○は委員長代理 

 

Ⅳ 議 題 

（１） 審議事項案件 

① 平成２９年４月から６月にかけて入札公告又は契約締結を予定している案件

（一般競争入札【最低価格落札方式】を除く。）に係る事前点検について 

②  平成２８年１０月から１２月にかけて調達した案件に係る以下の内容につ

いての事後点検について   

Ⅰ：随意契約等における価格交渉状況 

Ⅱ：一者応札・応募となった案件の次回改善策 

Ⅲ：低落札率案件の予定価格設定等 

（２） その他 
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Ⅴ 議事内容 

（１）① 平成２９年４月から６月にかけて入札公告又は契約締結を予定している案件

（一般競争入札【最低価格落札方式】を除く。）に係る事前点検について  

② 平成２８年１０月から１２月にかけて調達した案件に係る以下の内容に

ついての事後点検について 

Ⅰ：随意契約等における価格交渉状況 

Ⅱ：一者応札・応募となった案件の次回改善策 

Ⅲ：低落札率案件の予定価格設定等 

標記について審議及び報告が行われた。主な概要は以下の通り。 

委員からの主な質問・意見及び当機構の回答 

質問・意見 回答 

 

① 競争性のない随意契約で調達を行う際に、その契約方法を選

択する妥当性・合理性について充分検討するとともに、入札に

参入可能な者が他に存在しないという点についても必ず確認す

ること。 

② １つの事業を分離して調達する場合（例：前期工程／後期工

程）、前期受託業者が、後期への他者参入の障壁を高くするこ

とで、独占的に受注することがないよう、前期受託業者の悪意

を排除する仕組みを考えること。  

③ 事後点検案件について、価格交渉の状況を説明する際には、

資料に具体的な金額等を記載の上、交渉努力が分かるようにす

ること。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

平成２９年４月～６月調達予定案件一覧表（最低価格落札方式）についての報告

が行われた。 

ご
意
見
の
と
お
り
、
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 


